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＜連絡事項＞

・感染安全管理、リキャップないことを進めていきましょう。先週の定期採血の期間ではリキャップなくできています。継続していきましょう。

・個別面談実施と同時にスタッフには「人事考課表」の作成に入ってもらいます。各自にメール案内しています。９月末までにメールでS.G.Mへ返信してください。

＜患者様連絡事項＞

・中澤　匠　様～本日午後、正式に合併症室よりＣユニットへ移動となっています。

・野坂　重夫様～血圧高値続き身体管理目的の為、Ａユニット９号室よりＡ１４号室へ移動しています。

・菊谷　滝治様～本日16:30退院。初外来は１０月１日１１時からとなっています。

・中里祐次郎様～右眼瞼創部処置、５日間継続の指示受けています。

＜皮膚科診察患者様＞

新たに疥癬疑い2名増えています。

・玉井　クニ子様～全身疥癬疑いとの事。隔絶対応とし、Ｃユニット3号室から4号室へ移動となっている。ＢＢオイラックス塗布の指示あり。

・玉井　悠策　様～全身疥癬疑いとの事。現在のＡユニット12号室での隔絶対応としています。ＢＢオイラックス塗布の指示あり。

※感染の拡大をこれ以上拡大させない為にも疥癬発生時のマニュアルをもとに一人一人、徹底した手技で感染の防止に努めていきましょう。

＜疥癬拡大について＞

何故、疥癬がＡユニットまで広がってしまったのか原因を考え、今後広がらない為の対策を検討した。

・慶長節子様が、予防衣や他者の寝具で自分の身体を軟膏をつけた後にこすり付けることがある。また、タオルケットなどをダスロールに入れ、キンチョールをかけ、しばらく置いているが、勝手に出してしまう事がある。→その都度介入し、止めさせるようにしていく。

・隔絶対応としているが、特に慶長節子様、沼端恵子様、棟方直浩様がＣユニットホールへ出てきてしまい、水道蛇口などあちこちを触っている事がある事から、Ｃユニットホールまで不潔区域になっていて、それをスタッフが持って移動した事（ダニを持って移動している）が原因ではないか。→ホールへ出て来ないよう伝え、必要時は介入しましょう。今現在の状況で出来る事は、毎日の環境整備をしていく事が必要。

・玉井悠策様が疥癬になった要因として、私物が散乱している事もあった為、介入する必要があったが、環境整備が不足していたのではないか。→毎日環境整備していきましょう。

1人1人危機意識を持って対応していきましょう。

＜新入院患者様＞

・石塚　文明様（５４）　病室　：東合併症室

　　　　　　　　　　　入院形態：医療保護

　　　　　　　　　　　主治医　：安ヶ平Dr

　当院入院中（S50,6.5～）、H19,7,17噴水状嘔吐を繰り返し、意識障害が見られた為、八戸赤十字病院に転院、肺炎、麻痺性イレウスとの事で治療、入院中の全身精査で下垂体腫瘍を認め、病状から経過観察との方針となっている。

　肺炎の症状落ち着いた事で再度当院での入院継続の依頼同院よりあり、本日東合併症室に10：00医療保護入院となる。

　入院後の状態として、経菅チューブ、バルン挿入した状態での入院となっています。
喀痰排出できず、適宜吸引を要しています。また、呼名に対しては、開眼することができ、笑うこともあり、反応良好です。
麻痺性イレウスの治療として1日1回点滴（生食100ml+プロスタルモンF（1000μg）2A施行の指示あり、３時間かけて点滴するようにとの事。

　エンシュアＨ（経腸栄養剤）の持込あり、朝昼夕：２－２－３で指示受けしています。食事は、食止めです。エンシュアが１０月１日まである事や今後の状態に変化がある可能性もある為、なくなりそうになった時に主治医が検討するそうです。

度々、低血糖発作を起こすこともある様なのでこまめに観察し、身体管理をしていきます。また、可動性、活動性の低下により、褥瘡ができやすい状況の為、2時間毎の体位交換をしていきましょう。

　　　今後、八戸赤十字病院への通院はしなくてもよいとの事。













